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※休診日は日曜・祭日・年末年始

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 石田香苗 松村所長

石田香苗
注②

診療受付
10:00～
12:30

古寺紘人

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・

神経内科)
田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

青山麻織
糖尿病・予約制

佐野裕之
(訪問診療)

田村所長
(内科)
訪問診療
根岸美穂

外来休診

休診
田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村浩生 杉本英樹

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

↑
バスターミナル

浦安方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所→

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今井街道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島
四
丁
目
公
園

市川方面→

松
島
通
り

新
小
岩
診
療
所

↓

会
員
参
加
の
友
の
会
総
会
は
第

10
回
総
会
以
来
４
年
ぶ
り
と
な
り

61
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
活
動
は
制
限
も
多
く
、
多
く
の

サ
ー
ク
ル
が
休
止
状
態
の
ま
ま
で

す
。
総
会
は
「
〇
楽
し
み
と
生
き
が

い
つ
く
る
サ
ー
ク
ル
活
動
の
再
開

で
、
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
、
住
み

づ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
〇
軍

事
費
の
削
減
、
憲
法
を
生
か
し
た
安

心
の
医
療
・
介
護
の
充
実
を
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
、
新
た
な
活
動

の
方
針
を
決
め
る
場
に
し
よ
う
と
開

か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
ト
ラ
ブ
ル
続
出

の
〝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
〟
に
つ
い
て

東
京
社
保
協
事
務
局
長
の
窪
田
光
氏

が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
（
３
面
に

要
旨
掲
載
）
、
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど

「
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
要
ら
な
い
」
と
思

え
る
内
容
で
し
た
。

総
会
は
猪
瀬
悠
紀
子
会
長
の
「
４

年
ぶ
り
に
元
気
な
姿
の
会
員
皆
様
と

お
会
い
で
き
て
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
」
と
い
う
挨
拶
で
始
ま
り
、
続

い
て
区
内
の
民
主
団
体
よ
り
連
帯
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

活
動
報
告
と
方
針
提
案
は
黒
木
事

務
局
長
よ
り
ス
ラ
イ
ド
で
行
わ
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
の
命
と
健
康
を

守
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
重
要
で
、
他

国
と
比
べ
日
本
の
医
療
福
祉
の
分
野

が
い
か
に
遅
れ
て
い
る
か
の
説
明

と
、
社
会
保
障
の
充
実
こ
そ
必
要
と

報
告
。
11
項
目
の
活
動
方
針
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
間
４
年
間
の
活
動
は
写
真
を

ふ
り
返
り
な
が
ら
の
報
告
。

ま
た
今
回
の
総
会
で
会
則
の
一
部

改
定
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
会
計

報
告
と
予
算
案
、
役
員
提
案
が
行
わ

れ
、
14
回
総
会
議
案
は
拍
手
を
も
っ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
懇
親
会
が
開
か
れ
、

長
年
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
歌
っ
て
き
た
渡

辺
淳
子
さ
ん
、
渡
辺
周
次
郎
さ
ん
の

尺
八
披
露
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
の
交

流
に
湧
き
ま
し
た
。

（
森
岡
）

「
友
の
会
だ
よ
り
」
８
月
号
は
お
休
み
し
ま
す

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして 2023年7月10日 第130号
発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
134-0085 江戸川区南葛西２－１２－１

電話：5679-7 1 3 0 FAX・5679-7131

ﾒｰﾙ：edogawa_kenkou_tomonokai@nankatu.or.jp

郵便振替口座番号：00170-8-393711

※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

友
の
会

第

14
回
総
会
開
催

つながりの輪を広げ 住みつづけられるまちづくりへ

４年ぶりに会員参加による対面での総会は、活気と笑顔にあふれました。

６
月

24
日

葛
西
み
な
み
診
療
所
５
階
ホ
ー
ル

懇親会で「朝日のあたる

家」を歌う渡辺淳子さん
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〇
健
康
で
い
つ
ま
で
も
住
み
つ

づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
め

ざ
し
て
、
１
５
０
０
名
の
会

員
を
目
標
に
、
今
期
80
名
以

上
の
仲
間
を
ふ
や
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
い
つ
で
も
元
気
を

増
や
し
ま
し
ょ
う
。

〇
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で
も
生

き
が
い
と
楽
し
み
が
生
ま
れ

る
サ
ー
ク
ル
活
動
を
再
開

し
、
つ
な
が
り
の
輪
を
広

げ
、
地
域
の
居
場
所
づ
く
り

や
困
難
を
か
か
え
て
い
る
人

び
と
の
相
談
を
受
け
な
が

ら
、
専
門
の
機
関
や
事
業
所

へ
つ
な
げ
る
活
動
を
す
す
め

ま
し
ょ
う
。

〇
介
護
保
険
を
活
用
し
た
「
総

合
事
業
」
〝
サ
ロ
ン
さ
わ
や

か
喫
茶
〟
の
利
用
者
を
ふ
や

し
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
、

日
常
生
活
の
支
援
に
と
り
く

み
ま
し
ょ
う
。

〇
会
員
が
参
加
す
る
紙
面
づ
く

り
と
友
の
会
活
動
を
前
進
さ

せ
る
「
友
の
会
だ
よ
り
」
を

定
期
に
発
行
し
、
み
ん
な
で

手
配
り
ま
し
ょ
う
。

〇
友
の
会
活
動
の
担
い
手
と
し

て
幹
事
を
ふ
や
し
て
世
代
継

承
が
す
す
む
と
り
く
み
に
力

を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

〇
「
江
戸
川
大
気
汚
染
を
な
く

す
会
と
連
携
し
、
き
れ
い
な

空
気
と
み
ど
り
を
ふ
や
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
自
転
車
レ
ー

ン
の
拡
充
で
安
全
な
走
行
環

境
の
整
備
を
求
め
る
活
動
に

と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。

〇
区
内
の
訪
問
看
護
、
居
宅
支

援
事
務
所
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
介
護

制
度
の
学
習
や
保
健
講
座
な

ど
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
。

〇
乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
な
ど
の

婦
人
科
健
診
を
は
じ
め
、
コ

ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
予
防
接
種
、
自
治
体
検

診
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

〇
公
的
医
療
保
険
料
の
引
き
上

げ
、
窓
口
負
担
の
２
割
化
の

中
止
な
ど
、
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
の
署
名
活
動
に

と
り
く
み
し
ょ
う
。

〇
軍
事
費
拡
大
、
増
税
、
９
条

改
憲
に
反
対
し
、
平
和
・
民

主
主
義
・
人
権
が
生
か
さ
れ

る
政
治
の
実
現
を
求
め
る
活

動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
は
、
国
連
憲
章
違
反
で

あ
り
、
国
際
人
道
法
に
よ
る

戦
争
犯
罪
で
す
。
直
ち
に
撤

退
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

〇
２
０
２
３
年
の
原
水
禁
世
界

大
会
（
長
崎
大
会
）
に
友
の

会
か
ら
代
表
を
送
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
日
本
政
府
に
核

兵
器
禁
止
条
約
の
承
認
を
求

め
る
署
名
活
動
に
と
り
く
み

ま
し
ょ
う
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しし

ております。みなさんが飲んだり、使ったり

しているお薬の記録を残すためのものです。

この手帳があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくら

いの期間使用しているかを知ることができ

ます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていない

か、よくない飲み合わせではないかをチェッ

クできます。おくすり

手帳は、お薬を有効に、

安全に使用していただ

く手助けになるのです。

なぎさ薬局
TE L0 3-5 67 9-7 13 7／ FA X0 3- 567 9- 71 38

「訪問薬剤管理指導」とは病院への通院が困難な患

者さんに対し、薬剤師がご自宅や施設に薬を届けた

り、服薬を援助することを言います。

訪問薬剤管理指導は、利用する保険によって 2つ

に分かれます。要介護認定を受けている方は介護保

険の「居宅療養管理指導」、それ以外の方は医療保険

の「在宅患者訪問薬剤管理指導」になります。2つの

名称は異なりますが、内容は同じです。

薬剤師は患者さんのご自宅や施設を訪問すること

で、実際の生活や介護の状況を知ることができま

す。薬の飲み忘れ・飲み間違いを防ぐためのアドバ

イスや工夫、患者さんが使っている健康食品・市販

薬との飲み合わせのチェックなどを行います。直接

訪問することで患者さんの体調変化に気づきやすく

なり、副作用の早期発見にもつながります。

訪問した際に得られた情報は、医師やケアマネ

ジャーなど医療・介護従事者と共有されます。その

情報をもとに、薬剤師は薬の一包化や飲みやすい形

態への変更などを医師に提案することもあります。

また、ケアマネジャーなど介護従事者に対して、薬

学的な見地から注意やアドバイスを行います。

〇ますます期待される役割

最近、注目されているのは在宅緩和ケアへの取り

組みです。近年は病院の緩和ケア病棟も増えてきま

したが、患者さんの「最期は住み慣れた家で…」と

いう思いを尊重してご自宅で看取るケースも増加し

ています。病院とは異なる限られた医療資源の中

で、最期まで自分らしい生活を送っていただくため

に、薬剤師が薬物療法のコーディネーターとしての

役割を発揮しています。

今後、期待される取り組みとして「医療的ケア

児」への対応があります。ＮＩＣＵ（新生児特定集

中治療室）などに長期間入院した後、自宅で引き続

き人工呼吸器や経管栄養、たんの吸引などの医療的

ケアを必要とする子どもたちがいます。全国に約 2

万人と推計されており、10年前のおよそ 2 倍です。

薬の投与量や副作用、意思疎通が難しい子どもへ

の対応など、専門的な知識や技術を持つ薬剤師の積

極的な関与が求められています。

薬剤師がご自宅や施設に訪問する意義やメリット

は大きいと考えます。在宅療養の服薬について心配

なことや困っていることがありましたら、普段ご利

用されている薬局にご相談ください。

「いつでも元気」誌より転載

編
集
後
記

▼
「
皆
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
や
は

り
こ
う
し
て
お
会
い
で
き
る
の
は
う
れ

し
い
で
す
ね
。
」
４
年
ぶ
り
の
友
の
会

総
会
。
猪
瀬
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
喜
び

を
に
じ
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
会
場
い
っ

ぱ
い
の
参
加
者
か
ら
も
活
動
再
開
の
意

気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
▼
「
友
の

会
だ
よ
り
」
も
今
号
は
８
ペ
ー
ジ
に
復

活
、
編
集
部
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
投
稿
を
待
っ
て
い
ま
す
▼
こ
の
間

メ
デ
ィ
ア
は
数
々
の
悪
法
に
つ
い
て
批

判
的
な
報
道
を
せ
ず
、
い
ざ
通
っ
て
し

ま
う
と
知
ら
ん
顔
、
深
海
ツ
ア
ー
に
猿

之
助
ば
か
り
が
続
く
。
で
も
、
さ
す
が

に
マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
は
国
民
の
声
を

無
視
で
き
ず
し
ぶ
し
ぶ
報
道
。
総
会
記

念
の
窪
田
講
演
を
聴
い
て
、
つ
く
づ
く

あ
き
ら
め
て
は
だ
め
だ
と
思
い
ま
し
た

▼
何
年
振
り
か
で
甲
府
の
実
家
に
帰
り

ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
通
い
の
義
姉

と
姪
の
二
人
暮
ら
し
。
昔
の
よ
う
に
元

気
よ
く
「
た
だ
い
ま
～
」
と
言
え
な
く

て
一
抹
の
さ
び
し
さ
が
・
・
・（
小
林
）

役立つ健康メモ 90 薬の話№59

訪問薬剤管理指導 役職名 氏 名 地 域

会 長 猪 瀬 悠 紀 子 中 央

副 会 長
鈴 木 正 美
矢 野 孝
渡 辺 利 子

西 葛 西
葛 飾 区

東 瑞 江

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼
森 岡 糸 子
石 川 恵 一
西 山 千 尋
藤 巻 良

西 葛 西
臨 海 町
職 員
職 員
職 員

幹 事

有 馬 三 郎

荒 川 す み 子

石 井 う た

石 井 勝 治

伊 藤 信 子

飯 島 新 二

今 関 カ ネ 子

太 田 美 音

菊 地 孝

久 高 美 枝 子

小 永 井 万 知 子

小 林 功

嶋 村 伸 子

高 野 芳 子

寺 澤 カ ツ

遠 田 博 子

中 村 栄 子

日 影 館 一

福 本 悦 子

正 木 千 恵

丸 山 愛 三

渡 部 周 次 郎

北 葛 西

東 瑞 江

西 葛 西

西 一 之 江

東 葛 西

西 葛 西

清 新 町

清 新 町

西 一 之 江

南 葛 西

西 一 之 江

江 戸 川

東 葛 西

南 小 岩

南 葛 西

中 葛 西

鹿 骨

職 員

中 葛 西

南 葛 西

松 島

一 之 江

会 計 監 査

相 談 役

小 林 由 美

金 谷 昇 一

八 巻 登

職 員

中 央

北 篠 崎

2023年度 役員及び幹事名簿
友
の
会
２
０
２
３
年
度
の
活
動
方
針

一
面
で
既
報
の
通
り
、
友
の
会
は
第

14
回
総
会
を
開
き
、
要
旨
、

次
の
よ
う
な
活
動
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
役
員
も
次
の
方
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
合
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
証
が
一
体
化
し
た
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
に
別
人
の
医
療

情
報
が
誤
っ
て
登
録
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
昨

年
10
月
か
ら
の
１
年
間
で
７
３

１
２
件
も
あ
っ
た
と
厚
労
省
が

発
表
し
ま
し
た
。

医
療
を
人
質
に
普
及

医
療
機
関
が
マ
イ
ナ
保
険
証

を
使
っ
て
過
去
の
治
療
・
投
薬

の
記
録
を
照
会
し
別
人
の
記
録

が
出
て
き
た
ら
、
診
断
が
正
確

に
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

生
命
に
か
か
わ
る
事
態
に
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
日
本

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

保
険
証
の
機
能
を
一
つ
に
し

て
、
現
在
の
保
険
証
を
廃
止
す

る
こ
と
は
す
べ
て
の
国
民
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を

強
制
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
は
国
民
一
人
ひ
と
り
が

利
便
性
や
危
険
性
を
考
え
て
決

め
る
と
い
う
番
号
法
の
趣
旨
に

も
反
し
ま
す
。
「
保
険
証
の
廃

止
」
方
針
は
、
命
と
健
康
に
関

わ
る
医
療
を
人
質
に
取
っ
て

カ
ー
ド
を
取
得
さ
せ
る
狙
い
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

廃
院
を
選
ぶ
診
療
所
も

も
と
も
と
マ
イ
ナ
保
険
証
に

は
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
医
療

機
関
に
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
確

認
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
資
金

が
負
担
に
な
る
、
補
助
金
も
十

分
で
は
な
く
、
管
理
運
用
に
も

専
門
的
知
識
が
必
要
と
な
り
、

運
用
を
断
念
し
て
廃
院
を
選
ぶ

診
療
所
も
少
な
く
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
今
年
３
月
末
で
ま
だ

60
％
の
医
療
機
関
と
薬
局
に
し

か
導
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

対
応
に
困
る
福
祉
施
設

対
応
に
困
っ
て
い
る
の
は
、

医
療
機
関
ば
か
り
で
な
く
、
特

に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、
多

く
の
介
護
施
設
で
は
入
居
者
の

保
険
証
を
預
か
っ
て
お
り
、
そ

う
な
る
と
個
人
情
報
満
載
の

カ
ー
ド
だ
け
に
管
理
が
大
変
で

す
。
認
知
症
の
方
も
多
く
、
暗

証
番
号
の
管
理
や
煩
雑
す
ぎ
る

マ
イ
ナ
保
険
証
取
得
手
続
き
の

代
行
な
ど
現
場
で
の
大
混
乱
が

起
き
て
い
ま
す
。

政
府
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
持

た
な
い
人
に
は
保
険
証
の
廃
止

後
、
保
険
加
入
の
「
資
格
確
認

証
」
を
発
行
す
る
と
い
い
ま
す

が
、
申
請
が
必
要
で
す
。
し
か

も
有
効
期
間
が
あ
り
、
毎
年
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
病
気

な
ど
で
、
手
続
き
で
き
な
け
れ

ば
、
保
険
料
を
払
っ
て
い
て

も
、
保
険
診
療
を
う
け
ら
れ
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
の

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
65
％
が

保
険
証
の
廃
止
に
反
対
し
て
お

り
、
８
割
が
窓
口
対
応
の
増

加
、
７
割
が
シ
ス
テ
ム
の
不
具

合
時
に
診
療
が
困
難
に
な
る
恐

れ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

窓
口
負
担
に
差

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有

無
で
窓
口
負
担
金
が
変
わ
り
ま

す
。
持
っ
て
い
る
人
は
医
療
で

６
円
、
薬
局
で
３
円
で
、
従
来

の
保
険
証
の
利
用
者
は
医
療
で

12
円
薬
局
で
も
12
円
の
負
担
が

生
じ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
年
金
な
ど

の
公
金
受
取
口
座
の
ひ
も
付
け

に
つ
い
て
も
、
本
人
が
行
政
機

関
に
不
同
意
の
回
答
を
し
な
け

れ
ば
同
意
し
た
と
み
な
さ
れ
ま

す
。政

府
は
２
０
２
４
年
秋
に

「
保
険
証
廃
止
」
の
方
針
を
示

し
て
い
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
再
拡
大
が

予
想
さ
れ
る
中
で
、
ひ
っ
迫
す

る
医
療
現
場
の
体
制
を
拡
充

し
、
安
心
し
て
受
診
で
き
る
医

療
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。
国

民
も
患
者
も
医
療
機
関
も
望
ん

で
い
な
い
健
康
保
険
証
の
廃
止

は
直
ち
に
や
め
る
べ
き
で
す
。
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▼
俳
句

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

さ
み
だ
れ
に
紫
陽
花
ま
と
う
道
祖
神

五
月
晴
れ
菜
の
花
畑
蝶
の
舞

母
の
日
や
鰻
の
お
ご
り
名
店
に

北
葛
西

石
甲
斐

初
魚

真
夏
日
の
空
の
広
さ
を
映
す
池

長
き
日
の
日
暮
ほ
つ
ほ
つ
揚
葉
蝶

杉
山
を
揺
す
ぶ
っ
て
山
笑
い
け
り

▼
川
柳

江
戸
川

小
林

功

一
年
生
担
任
泣
か
せ
の
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム

カ
ー
ド
よ
り
紙
が
好
き
だ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん

国
民
を
だ
ま
す
手
口
の
薄
笑
い

金
持
ち
の
深
海
ツ
ア
ー
に
何
の
意
義

中
葛
西

佐
々
木

ゆ
づ
き

良
心
が
若
気
の
至
り
掘
り
返
す

飯
時
に
悪
い
悪
い
と
わ
ざ
と
来
る

最
前
線
兵
の
寿
命
は
秒
単
位

産
め
増
や
せ
兵
士
を
産
ん
だ
覚
え
な
い

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

４
年
ぶ
り
に
対
面
で

職
場
組
合
Ｏ
Ｂ
会…

清
新
町

太
田

美
音

公
務
の
職
場
を
退
職
し
て

15
年
目

に
な
っ
た
。

現
役
時
代
は
職
員
組
合
に
所
属
し
、

主
に
男
女
差
別
反
対
、
女
性
の
処
遇
改

善
に
努
め
て
き
た
。
リ
タ
イ
ア
し
て
、

職
員
組
合
の
Ｏ
Ｂ
会
（
す
ず
ら
ん
会
）

に
入
り
、
そ
の
役
員
と
し
て
の
活
動
も

続
け
て
い
る
。

す
ず
ら
ん
会
の
活
動
は
年
１
回
の
総

会
、
旅
行
、
年
数
回
の
「
た
よ
り
」
発

行
。
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
総
会
と
旅

行
は
中
止
し
、
「
た
よ
り
」
で
近
況
報

告
し
あ
っ
て
い
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
も

下
火
に
な
り
、
対
面
で
の
総
会
に
踏
み

切
っ
た
。
場
所
は
新
宿
か
ら
高
田
馬
場

に
移
転
し
た
歌
声
喫
茶
「
と
も
し

び
」
。
20
名
が
集
ま
り
、
旧
交
を
あ
た

た
め
、
懐
か
し
い
歌
で
盛
り
上
が
っ

た
。組

合
は
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
の
後
に
再
結

成
さ
れ
、
職
員
の
処
遇
改
善
に
尽
く
し

て
き
た
。
そ
の
後
、
昼
休
み
職
場
集
会

を
理
由
と
し
た
委
員
長
免
職
等
処
分
、

当
局
の
第
二
組
合
結
成
と
第
一
組
合
に

対
す
る
差
別
政
策
、
都
議
選
時
に
配
布

し
た
組
合
ビ
ラ
に
対
す
る
公
選
法
違
反

逮
捕
事
件
な
ど
で
、
第
一
組
合
員
は
激

減
。
私
が
就
職
し
た
１
９
７
０
年
時
は

職
業
病
問
題
も
抱
え
、
大
変
だ
っ
た
。

し
か
し
、
組
合
員
の
結
束
は
強
く
、

よ
く
頑
張
っ
た
。
職
場
の
一
部
が
独
立

行
政
法
人
化
さ
れ
、
第
二
組
合
は
そ
れ

に
対
応
で
き
ず
解
散
し
た
が
、
第
一
組

合
は
独
立
行
政
法
人
の
職
場
と
公
務
職

場
そ
れ
ぞ
れ
に
組
合
を
つ
く
り
、
両
者

連
合
の
組
織
も
作
っ
て
対
応
し
た
。
独

立
行
政
法
人
の
職
場
で
は
労
基
法
適
用

で
、
労
働
者
代
表
を
選
出
す
る
の
だ

が
、
第
一
回
目
の
選
挙
の
際
に
、
当
局

側
が
出
し
て
き
た
候
補
を
圧
倒
的
な
差

で
破
り
、
組
合
推
薦
者
が
代
表
に
選
ば

れ
た
。
以
後
、
組
合
で
代
表
者
を
出
し

て
き
た
。

そ
れ
な
の
に…

組
合
役
員
の
な
り
手

が
な
く
、
一
昨
年
、
独
法
の
組
合
が
解

散
、
昨
年
は
公
務
の
組
合
も
解
散
と

な
っ
た
。
組
合
が
な
く
な
っ
た
の
だ
か

ら
、
す
ず
ら
ん
会
も
い
ず
れ
解
散
す
る

こ
と
に
な
る
。
現
会
員
の
意
見
で
、
当

面
は
続
け
る
こ
と
に
し
た
が
。

職
場
は
時
々
の
社
会
を
映
す
。
今
、

労
働
組
合
が
組
織
力
を
格
段
に
失
っ
て

い
る
。
こ
の
状
況
を
ど
う
見
た
ら
よ
い

の
だ
ろ
う
。

▼
短
歌

中
央

二
瓶

誠
一

米
軍
の
基
地
あ
る
ゆ
え
の
汚
染
な
り
「
お
鷹
の
道
の
湧
水
群
」
も
（
国
分
寺
市
）

戦
争
の
準
備
す
す
め
る
手
を
持
っ
て
総
理
は
献
花
す
戦
没
者
の
霊
に

ひ

梅
雨
空
を
夫
婦
ツ
バ
メ
は
曲
芸
の
ご
と
見
事
餌
と
り
雛
ま
つ
軒
に

瑞
江

今
井

雄
二

声
が
れ
が
治
り
て
ホ
ッ
ト
す
る
間
な
く
今
度
は
右
目
ぼ
や
け
て
読
め
ぬ

東
葛
西

新

真

三
部
作
の
「
君
の
名
は
」
見
て
帰
る

佐
田
啓
二
と
裕
次
郎
と
い
と
に
く
し

「
君
の
名
は
」
50
年
超
を
三
部
見
て

北
原
三
枝
と
岸
恵
子
の
長
命
を
祝
う

ち
ょ
う
じ
ゅ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ダ
ム
決
壊
を
夕
刊
で
見
る

75
年
前
の
台
風
禍
大
人
の
胸
ま
で

エッセイ

不
便
で
不
安
な
マ
イ
ナ
保
険
証

制
度
の
矛
盾
に
広
が
る
反
対

一
面
で
記
載
し
ま
し
た
友
の
会
総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

窪
田
光
氏
の
記
念
講
演
「
保
険
証
廃
止
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
の
ね
ら
い
」
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

講師の窪田光氏
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私
は
昭
和

14
年
、
下
谷
区

（
台
東
区
）
竜
泉
寺
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
近
く
に
鷲
神
社
な
ど
が

あ
る
下
町
で
す
。
昔
の
人
な
ら

良
く
知
る
吉
原
の
近
く
で
す
。

酉
の
市
な
ど
、
と
て
も
賑
や
か

で
子
供
の
頃
は
と
て
も
楽
し
み

で
し
た
。

そ
れ
が
昭
和

19
年
３
月
９
日

東
京
大
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
、

そ
の
４
月
に
父
が
新
宿
淀
橋
病

院
で
亡
く
な
り
、
親
戚
を
た
よ

り
文
京
区
の
根
津
へ
。
こ
こ
が

ま
た
下
町
で
根
津
神
社
の
す
ぐ

そ
ば
の
長
屋
で
し
た
。

家
賃

54
円
、
表
通
り
は
そ
の

頃
ま
だ
市
電
が
通
り
、
小
さ
な

お
店
が
た
く
さ
ん
並
び
と
て
も

住
み
よ
い
町
で
し
た
。
ミ
ル
ク

ホ
ー
ル
な
ん
か
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
こ
そ
落
語
に
出
て
く
る
よ

う
な
、
隣
り
近
所
へ
行
っ
て

「
ち
ょ
っ
と
味
噌
、
醤
油
」
な
ど

借
り
て
来
ら
れ
る
よ
う
な
毎
日

が
あ
り
、
と
て
も
良
い
環
境
で

育
ち
ま
し
た
。

今
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

ご
近
所
の
人
々
は
み
な
父
親
母

親
の
よ
う
で
、
私
は
ひ
と
り
っ

こ
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
頃
は
み

な
兄
弟
の
多
い
家
ば
か
り
で
私

も
そ
の
中
の
子
ど
も
の
よ
う
に

入
り
込
ん
で
い
ら
れ
る
、
今
想
っ

て
も
懐
か
し
い
所
で
す
。

中
学
は
３
ヶ
所
の
小
学
校
の

間
借
り
。
１
年
は
指
ケ
谷
、
２

年
は
白
山
、
３
年
は
本
郷
と
毎

日
歩
い
て
通
い
ま
し
た
。
そ
の

道
々
で
の
楽
し
い
友
達
と
の
道

草
。
今
で
は
信
じ
て
も
ら
え
な

い
話
で
す
。

結
婚
し
て
子
供
が
生
ま
れ
、

根
津
神
社
に
も
つ
つ
じ
祭
り
が

復
活
、
と
て
も
賑
や
か
に
な
り

ま
し
た
。

そ
ん
な
根
津
に

60
年
間
以
上

住
み
、
江
戸
川
区
の
団
地
に
来

て

20
年
に
な
り
、
よ
う
や
く
根

を
張
る
事
が
で
き
ま
し
た
が
、

今
で
も
根
津
の
こ
と
は
忘
れ
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

忘
れ
ら
れ
な
い
下
町
根
津

文京区

臨海町 沢邉 節子

着物リメイクの会 一之江センター

「
な
く
せ
公
害
、
守
ろ
う
地

球
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
６
月
７

～
８
日
の
２
日
間
、
全
国
公
害

被
害
者
総
行
動
が
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
一
日
目
は
、
環
境
省

な
ど
へ
の
省
庁
交
渉
、
二
日
目

は
ト
ヨ
タ
な
ど
財
界
、
企
業
へ

の
要
請
行
動
に
と
り
く
み
ま
し

た
。一

日
目
は
環
境
保
健
部
長
と

の
交
渉
の
場
で
、
親
子
で
ぜ
ん

息
に
罹
患
し
た
２
人
が
苦
し
み

を
次
の
よ
う
に
訴
え
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
参
加
し
た
岡
崎
さ

ん
は
「
止
む
こ
と
の
な
い
ぜ
ん

息
で
親
子
で
死
の
う
と
ハ
サ
ミ

を
手
に
し
た
も
の
の
青
ざ
め
た

顔
で
や
っ
と
息
を
す
る
子
供
を

見
て
思
い
と
ど
ま
っ
た
」
。
ま

た
、
東
京
北
区
か
ら
参
加
し
た

柏
木
さ
ん
は
「
お
母
さ
ん
か
ら

生
ま
れ
な
け
れ
ば
運
動
会
に
も

出
ら
れ
た
の
に
と
、
小
学
生
の

息
子
に
言
わ
れ
、
辛
か
っ
た
」

と
の
べ
、
一
日
も
早
く
国
に
よ

る
医
療
費
助
成
制
度
を
創
設
し

て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
訴
え
に
環
境
保
健
部
長

も
「
私
個
人
と
し
て
は
、
な
ん

と
か
助
け
た
い
と
思
う
が
、
国

の
政
策
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の

で…

」
と
自
身
の
胸
の
内
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
公
害
患
者
と
家

族
の
会
や
労
働
組
合
な
ど
支
援

者
を
中
心
に
ト
ヨ
タ
本
社
前
で

集
会
を
ひ
ら
き
、
「
ト
ヨ
タ
な

ど
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
排
ガ
ス

公
害
を
引
き
起
こ
し
た
責
任
を

と
れ
」
と
要
請
行
動
と
共
に
宣

伝
を
行
い
ま
し
た
。

長
い
間
、
ぜ
ん
息
に
苦
し
ん

で
き
た
患
者
さ
ん
が
医
療
費
救

済
を
求
め
て
国
の
環
境
省
公
害

等
調
査
委
員
会
に
責
任
裁
定
を

申
立
て
し
て
お
り
、
全
国
か
ら

１
５
３
人
が
申
請
し
、
国
や
自

動
車
メ
ー
カ
ー
と
た
た
か
っ
て

い
ま
す
。

（
黒
木
）

江戸川社保協 総会ひらく

６月18日、東京土建江戸川支部会館

において、第27回江戸川社会保障推進

協議会の総会が９団体18名の参加で開

催されました。

第１部は中村事務局長より、2022年

度の活動報告がありました。

昨年10月に開催された協議会による

「なんでも相談会」の取り組みについ

て35人が税金・医療・年金など8分野

に渡る相談があり、複数の相談事を抱

えている人が多かったことの報告があ

りました。

また、街頭宣伝を８回、江戸川区へ

の要請行動の報告がありました。

2023年度の取組みについて東京都、

江戸川区への要求19項目を掲げ「住民

のいのちとくらしを守る防波堤になる」

よう求めていくことが提案され承認さ

れました。

第２部では約50名の参加で宇都宮健

児弁護士による「貧困・格差拡大の要

因と解決策」と題して講演が行われま

した。解決策として、(1)社会保障の

貧困(2)労働の貧困(3)不公正な税制(4)

政治の貧困、これらの是正・解決が求

められていると話されました。

また来賓のあいさつとして原純子都

議から都政報告がありました。（猪瀬）

根津神社の拝殿

講演をする宇都宮健児弁護士

ト
ヨ
タ
本
社
前
で
宣
伝
行
動
す
る

公
害
患
者
の
み
な
さ
ん

＜みんなの居場所＞
（手芸・小物づくり他）

●毎週 火・木 10 時～ 15時

＜トークとうたう会＞
●毎月 第２土曜日

14時～ 15時 30 分

※7月と 8月はお休みです

●場所：一之江内科４ F

捨てがたい着物を
リメイクで甦らせよう

●毎週(金)10 時～ 15時

※8/11 祝日はお休み

●葛西みなみ診療所５ F

●裁縫道具および飲み物・

昼食は各自持参。

な
く
そ
う
公
害
、
守
ろ
う
環
境

医
療
費
救
済
制
度
の
創
設
を

生
き
て
い
る
限
り
苦
し
み
つ
づ
く

江
戸
川
健
康
友
の
会
も
団

体
加
入
し
て
い
る
原
水
爆
禁

止
江
戸
川
協
議
会
は
、
５
月

30
日
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
総

会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。

講
演
で
川
崎
哲
さ
ん
（
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
国
際
運
営
委
員
兼
会

長
・
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
共
同
代

表
）
は
「
核
兵
器
禁
止
か
ら

廃
絶
へ
」
と
熱
く
語
ら
れ
ま

し
た
。
川
崎
さ
ん
は
、
今
年

11
月
に
第
二
回
締
約
国
会
議

が
開
催
さ
れ
る
が
、
日
本
政

府
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い

と
強
調
し
ま
し
た
。
「
核
兵
器

は
戦
争
を
止
め
る
力
に
な
ら

な
い
、
核
兵
器
は
ま
ず
禁
止
、

そ
れ
か
ら
廃
絶
に
向
う
。
安

全
保
障
と
は
、
気
候
危
機
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
、
格
差
・
貧

困
な
ど
、
命
へ
の
脅
威
に
対

処
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
」

と
心
に
ひ
び
く
お
話
し
を
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
日
本
政
府
に

禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め
る

署
名
を
広
げ
る
活
動
、
８
月

の
原
水
禁
長
崎
大
会
に
江
戸

川
か
ら

15
名
以
上
の
代
表
を

送
り
出
そ
う
な
ど
の
活
動
方

針
を
決
め
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
か
ら
廃
絶
へ

江
戸
川
原
水
協
総
会
ひ
ら
く



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
証
が
一
体
化
し
た
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
に
別
人
の
医
療

情
報
が
誤
っ
て
登
録
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
昨

年
10
月
か
ら
の
１
年
間
で
７
３

１
２
件
も
あ
っ
た
と
厚
労
省
が

発
表
し
ま
し
た
。

医
療
を
人
質
に
普
及

医
療
機
関
が
マ
イ
ナ
保
険
証

を
使
っ
て
過
去
の
治
療
・
投
薬

の
記
録
を
照
会
し
別
人
の
記
録

が
出
て
き
た
ら
、
診
断
が
正
確

に
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

生
命
に
か
か
わ
る
事
態
に
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
日
本

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

保
険
証
の
機
能
を
一
つ
に
し

て
、
現
在
の
保
険
証
を
廃
止
す

る
こ
と
は
す
べ
て
の
国
民
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を

強
制
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
は
国
民
一
人
ひ
と
り
が

利
便
性
や
危
険
性
を
考
え
て
決

め
る
と
い
う
番
号
法
の
趣
旨
に

も
反
し
ま
す
。
「
保
険
証
の
廃

止
」
方
針
は
、
命
と
健
康
に
関

わ
る
医
療
を
人
質
に
取
っ
て

カ
ー
ド
を
取
得
さ
せ
る
狙
い
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

廃
院
を
選
ぶ
診
療
所
も

も
と
も
と
マ
イ
ナ
保
険
証
に

は
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
医
療

機
関
に
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
確

認
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
資
金

が
負
担
に
な
る
、
補
助
金
も
十

分
で
は
な
く
、
管
理
運
用
に
も

専
門
的
知
識
が
必
要
と
な
り
、

運
用
を
断
念
し
て
廃
院
を
選
ぶ

診
療
所
も
少
な
く
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
今
年
３
月
末
で
ま
だ

60
％
の
医
療
機
関
と
薬
局
に
し

か
導
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

対
応
に
困
る
福
祉
施
設

対
応
に
困
っ
て
い
る
の
は
、

医
療
機
関
ば
か
り
で
な
く
、
特

に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、
多

く
の
介
護
施
設
で
は
入
居
者
の

保
険
証
を
預
か
っ
て
お
り
、
そ

う
な
る
と
個
人
情
報
満
載
の

カ
ー
ド
だ
け
に
管
理
が
大
変
で

す
。
認
知
症
の
方
も
多
く
、
暗

証
番
号
の
管
理
や
煩
雑
す
ぎ
る

マ
イ
ナ
保
険
証
取
得
手
続
き
の

代
行
な
ど
現
場
で
の
大
混
乱
が

起
き
て
い
ま
す
。

政
府
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
持

た
な
い
人
に
は
保
険
証
の
廃
止

後
、
保
険
加
入
の
「
資
格
確
認

証
」
を
発
行
す
る
と
い
い
ま
す

が
、
申
請
が
必
要
で
す
。
し
か

も
有
効
期
間
が
あ
り
、
毎
年
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
病
気

な
ど
で
、
手
続
き
で
き
な
け
れ

ば
、
保
険
料
を
払
っ
て
い
て

も
、
保
険
診
療
を
う
け
ら
れ
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
の

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
65
％
が

保
険
証
の
廃
止
に
反
対
し
て
お

り
、
８
割
が
窓
口
対
応
の
増

加
、
７
割
が
シ
ス
テ
ム
の
不
具

合
時
に
診
療
が
困
難
に
な
る
恐

れ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

窓
口
負
担
に
差

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有

無
で
窓
口
負
担
金
が
変
わ
り
ま

す
。
持
っ
て
い
る
人
は
医
療
で

６
円
、
薬
局
で
３
円
で
、
従
来

の
保
険
証
の
利
用
者
は
医
療
で

12
円
薬
局
で
も
12
円
の
負
担
が

生
じ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
年
金
な
ど

の
公
金
受
取
口
座
の
ひ
も
付
け

に
つ
い
て
も
、
本
人
が
行
政
機

関
に
不
同
意
の
回
答
を
し
な
け

れ
ば
同
意
し
た
と
み
な
さ
れ
ま

す
。政

府
は
２
０
２
４
年
秋
に

「
保
険
証
廃
止
」
の
方
針
を
示

し
て
い
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
再
拡
大
が

予
想
さ
れ
る
中
で
、
ひ
っ
迫
す

る
医
療
現
場
の
体
制
を
拡
充

し
、
安
心
し
て
受
診
で
き
る
医

療
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。
国

民
も
患
者
も
医
療
機
関
も
望
ん

で
い
な
い
健
康
保
険
証
の
廃
止

は
直
ち
に
や
め
る
べ
き
で
す
。

2023.7.10 友の会だより ＮＯ．130 友の会だより ＮＯ．130 2023.7.10

▼
俳
句

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

さ
み
だ
れ
に
紫
陽
花
ま
と
う
道
祖
神

五
月
晴
れ
菜
の
花
畑
蝶
の
舞

母
の
日
や
鰻
の
お
ご
り
名
店
に

北
葛
西

石
甲
斐

初
魚

真
夏
日
の
空
の
広
さ
を
映
す
池

長
き
日
の
日
暮
ほ
つ
ほ
つ
揚
葉
蝶

杉
山
を
揺
す
ぶ
っ
て
山
笑
い
け
り

▼
川
柳

江
戸
川

小
林

功

一
年
生
担
任
泣
か
せ
の
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム

カ
ー
ド
よ
り
紙
が
好
き
だ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん

国
民
を
だ
ま
す
手
口
の
薄
笑
い

金
持
ち
の
深
海
ツ
ア
ー
に
何
の
意
義

中
葛
西

佐
々
木

ゆ
づ
き

良
心
が
若
気
の
至
り
掘
り
返
す

飯
時
に
悪
い
悪
い
と
わ
ざ
と
来
る

最
前
線
兵
の
寿
命
は
秒
単
位

産
め
増
や
せ
兵
士
を
産
ん
だ
覚
え
な
い

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

４
年
ぶ
り
に
対
面
で

職
場
組
合
Ｏ
Ｂ
会…

清
新
町

太
田

美
音

公
務
の
職
場
を
退
職
し
て

15
年
目

に
な
っ
た
。

現
役
時
代
は
職
員
組
合
に
所
属
し
、

主
に
男
女
差
別
反
対
、
女
性
の
処
遇
改

善
に
努
め
て
き
た
。
リ
タ
イ
ア
し
て
、

職
員
組
合
の
Ｏ
Ｂ
会
（
す
ず
ら
ん
会
）

に
入
り
、
そ
の
役
員
と
し
て
の
活
動
も

続
け
て
い
る
。

す
ず
ら
ん
会
の
活
動
は
年
１
回
の
総

会
、
旅
行
、
年
数
回
の
「
た
よ
り
」
発

行
。
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
総
会
と
旅

行
は
中
止
し
、
「
た
よ
り
」
で
近
況
報

告
し
あ
っ
て
い
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
も

下
火
に
な
り
、
対
面
で
の
総
会
に
踏
み

切
っ
た
。
場
所
は
新
宿
か
ら
高
田
馬
場

に
移
転
し
た
歌
声
喫
茶
「
と
も
し

び
」
。
20
名
が
集
ま
り
、
旧
交
を
あ
た

た
め
、
懐
か
し
い
歌
で
盛
り
上
が
っ

た
。組

合
は
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
の
後
に
再
結

成
さ
れ
、
職
員
の
処
遇
改
善
に
尽
く
し

て
き
た
。
そ
の
後
、
昼
休
み
職
場
集
会

を
理
由
と
し
た
委
員
長
免
職
等
処
分
、

当
局
の
第
二
組
合
結
成
と
第
一
組
合
に

対
す
る
差
別
政
策
、
都
議
選
時
に
配
布

し
た
組
合
ビ
ラ
に
対
す
る
公
選
法
違
反

逮
捕
事
件
な
ど
で
、
第
一
組
合
員
は
激

減
。
私
が
就
職
し
た
１
９
７
０
年
時
は

職
業
病
問
題
も
抱
え
、
大
変
だ
っ
た
。

し
か
し
、
組
合
員
の
結
束
は
強
く
、

よ
く
頑
張
っ
た
。
職
場
の
一
部
が
独
立

行
政
法
人
化
さ
れ
、
第
二
組
合
は
そ
れ

に
対
応
で
き
ず
解
散
し
た
が
、
第
一
組

合
は
独
立
行
政
法
人
の
職
場
と
公
務
職

場
そ
れ
ぞ
れ
に
組
合
を
つ
く
り
、
両
者

連
合
の
組
織
も
作
っ
て
対
応
し
た
。
独

立
行
政
法
人
の
職
場
で
は
労
基
法
適
用

で
、
労
働
者
代
表
を
選
出
す
る
の
だ

が
、
第
一
回
目
の
選
挙
の
際
に
、
当
局

側
が
出
し
て
き
た
候
補
を
圧
倒
的
な
差

で
破
り
、
組
合
推
薦
者
が
代
表
に
選
ば

れ
た
。
以
後
、
組
合
で
代
表
者
を
出
し

て
き
た
。

そ
れ
な
の
に…

組
合
役
員
の
な
り
手

が
な
く
、
一
昨
年
、
独
法
の
組
合
が
解

散
、
昨
年
は
公
務
の
組
合
も
解
散
と

な
っ
た
。
組
合
が
な
く
な
っ
た
の
だ
か

ら
、
す
ず
ら
ん
会
も
い
ず
れ
解
散
す
る

こ
と
に
な
る
。
現
会
員
の
意
見
で
、
当

面
は
続
け
る
こ
と
に
し
た
が
。

職
場
は
時
々
の
社
会
を
映
す
。
今
、

労
働
組
合
が
組
織
力
を
格
段
に
失
っ
て

い
る
。
こ
の
状
況
を
ど
う
見
た
ら
よ
い

の
だ
ろ
う
。

▼
短
歌

中
央

二
瓶

誠
一

米
軍
の
基
地
あ
る
ゆ
え
の
汚
染
な
り
「
お
鷹
の
道
の
湧
水
群
」
も
（
国
分
寺
市
）

戦
争
の
準
備
す
す
め
る
手
を
持
っ
て
総
理
は
献
花
す
戦
没
者
の
霊
に

ひ

梅
雨
空
を
夫
婦
ツ
バ
メ
は
曲
芸
の
ご
と
見
事
餌
と
り
雛
ま
つ
軒
に

瑞
江

今
井

雄
二

声
が
れ
が
治
り
て
ホ
ッ
ト
す
る
間
な
く
今
度
は
右
目
ぼ
や
け
て
読
め
ぬ

東
葛
西

新

真

三
部
作
の
「
君
の
名
は
」
見
て
帰
る

佐
田
啓
二
と
裕
次
郎
と
い
と
に
く
し

「
君
の
名
は
」
50
年
超
を
三
部
見
て

北
原
三
枝
と
岸
恵
子
の
長
命
を
祝
う

ち
ょ
う
じ
ゅ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ダ
ム
決
壊
を
夕
刊
で
見
る

75
年
前
の
台
風
禍
大
人
の
胸
ま
で

エッセイ

不
便
で
不
安
な
マ
イ
ナ
保
険
証

制
度
の
矛
盾
に
広
が
る
反
対

一
面
で
記
載
し
ま
し
た
友
の
会
総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

窪
田
光
氏
の
記
念
講
演
「
保
険
証
廃
止
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
の
ね
ら
い
」
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

講師の窪田光氏
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〇
健
康
で
い
つ
ま
で
も
住
み
つ

づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
め

ざ
し
て
、
１
５
０
０
名
の
会

員
を
目
標
に
、
今
期
80
名
以

上
の
仲
間
を
ふ
や
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
い
つ
で
も
元
気
を

増
や
し
ま
し
ょ
う
。

〇
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で
も
生

き
が
い
と
楽
し
み
が
生
ま
れ

る
サ
ー
ク
ル
活
動
を
再
開

し
、
つ
な
が
り
の
輪
を
広

げ
、
地
域
の
居
場
所
づ
く
り

や
困
難
を
か
か
え
て
い
る
人

び
と
の
相
談
を
受
け
な
が

ら
、
専
門
の
機
関
や
事
業
所

へ
つ
な
げ
る
活
動
を
す
す
め

ま
し
ょ
う
。

〇
介
護
保
険
を
活
用
し
た
「
総

合
事
業
」
〝
サ
ロ
ン
さ
わ
や

か
喫
茶
〟
の
利
用
者
を
ふ
や

し
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
、

日
常
生
活
の
支
援
に
と
り
く

み
ま
し
ょ
う
。

〇
会
員
が
参
加
す
る
紙
面
づ
く

り
と
友
の
会
活
動
を
前
進
さ

せ
る
「
友
の
会
だ
よ
り
」
を

定
期
に
発
行
し
、
み
ん
な
で

手
配
り
ま
し
ょ
う
。

〇
友
の
会
活
動
の
担
い
手
と
し

て
幹
事
を
ふ
や
し
て
世
代
継

承
が
す
す
む
と
り
く
み
に
力

を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

〇
「
江
戸
川
大
気
汚
染
を
な
く

す
会
と
連
携
し
、
き
れ
い
な

空
気
と
み
ど
り
を
ふ
や
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
自
転
車
レ
ー

ン
の
拡
充
で
安
全
な
走
行
環

境
の
整
備
を
求
め
る
活
動
に

と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。

〇
区
内
の
訪
問
看
護
、
居
宅
支

援
事
務
所
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
介
護

制
度
の
学
習
や
保
健
講
座
な

ど
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
。

〇
乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
な
ど
の

婦
人
科
健
診
を
は
じ
め
、
コ

ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
予
防
接
種
、
自
治
体
検

診
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

〇
公
的
医
療
保
険
料
の
引
き
上

げ
、
窓
口
負
担
の
２
割
化
の

中
止
な
ど
、
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
の
署
名
活
動
に

と
り
く
み
し
ょ
う
。

〇
軍
事
費
拡
大
、
増
税
、
９
条

改
憲
に
反
対
し
、
平
和
・
民

主
主
義
・
人
権
が
生
か
さ
れ

る
政
治
の
実
現
を
求
め
る
活

動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
は
、
国
連
憲
章
違
反
で

あ
り
、
国
際
人
道
法
に
よ
る

戦
争
犯
罪
で
す
。
直
ち
に
撤

退
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

〇
２
０
２
３
年
の
原
水
禁
世
界

大
会
（
長
崎
大
会
）
に
友
の

会
か
ら
代
表
を
送
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
日
本
政
府
に
核

兵
器
禁
止
条
約
の
承
認
を
求

め
る
署
名
活
動
に
と
り
く
み

ま
し
ょ
う
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しし

ております。みなさんが飲んだり、使ったり

しているお薬の記録を残すためのものです。

この手帳があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくら

いの期間使用しているかを知ることができ

ます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていない

か、よくない飲み合わせではないかをチェッ

クできます。おくすり

手帳は、お薬を有効に、

安全に使用していただ

く手助けになるのです。

なぎさ薬局
TE L0 3-5 67 9-7 13 7／ FA X0 3- 567 9- 71 38

「訪問薬剤管理指導」とは病院への通院が困難な患

者さんに対し、薬剤師がご自宅や施設に薬を届けた

り、服薬を援助することを言います。

訪問薬剤管理指導は、利用する保険によって 2つ

に分かれます。要介護認定を受けている方は介護保

険の「居宅療養管理指導」、それ以外の方は医療保険

の「在宅患者訪問薬剤管理指導」になります。2つの

名称は異なりますが、内容は同じです。

薬剤師は患者さんのご自宅や施設を訪問すること

で、実際の生活や介護の状況を知ることができま

す。薬の飲み忘れ・飲み間違いを防ぐためのアドバ

イスや工夫、患者さんが使っている健康食品・市販

薬との飲み合わせのチェックなどを行います。直接

訪問することで患者さんの体調変化に気づきやすく

なり、副作用の早期発見にもつながります。

訪問した際に得られた情報は、医師やケアマネ

ジャーなど医療・介護従事者と共有されます。その

情報をもとに、薬剤師は薬の一包化や飲みやすい形

態への変更などを医師に提案することもあります。

また、ケアマネジャーなど介護従事者に対して、薬

学的な見地から注意やアドバイスを行います。

〇ますます期待される役割

最近、注目されているのは在宅緩和ケアへの取り

組みです。近年は病院の緩和ケア病棟も増えてきま

したが、患者さんの「最期は住み慣れた家で…」と

いう思いを尊重してご自宅で看取るケースも増加し

ています。病院とは異なる限られた医療資源の中

で、最期まで自分らしい生活を送っていただくため

に、薬剤師が薬物療法のコーディネーターとしての

役割を発揮しています。

今後、期待される取り組みとして「医療的ケア

児」への対応があります。ＮＩＣＵ（新生児特定集

中治療室）などに長期間入院した後、自宅で引き続

き人工呼吸器や経管栄養、たんの吸引などの医療的

ケアを必要とする子どもたちがいます。全国に約 2

万人と推計されており、10年前のおよそ 2倍です。

薬の投与量や副作用、意思疎通が難しい子どもへ

の対応など、専門的な知識や技術を持つ薬剤師の積

極的な関与が求められています。

薬剤師がご自宅や施設に訪問する意義やメリット

は大きいと考えます。在宅療養の服薬について心配

なことや困っていることがありましたら、普段ご利

用されている薬局にご相談ください。

「いつでも元気」誌より転載

編
集
後
記

▼
「
皆
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
や
は

り
こ
う
し
て
お
会
い
で
き
る
の
は
う
れ

し
い
で
す
ね
。
」
４
年
ぶ
り
の
友
の
会

総
会
。
猪
瀬
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
喜
び

を
に
じ
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
会
場
い
っ

ぱ
い
の
参
加
者
か
ら
も
活
動
再
開
の
意

気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
▼
「
友
の

会
だ
よ
り
」
も
今
号
は
８
ペ
ー
ジ
に
復

活
、
編
集
部
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
投
稿
を
待
っ
て
い
ま
す
▼
こ
の
間

メ
デ
ィ
ア
は
数
々
の
悪
法
に
つ
い
て
批

判
的
な
報
道
を
せ
ず
、
い
ざ
通
っ
て
し

ま
う
と
知
ら
ん
顔
、
深
海
ツ
ア
ー
に
猿

之
助
ば
か
り
が
続
く
。
で
も
、
さ
す
が

に
マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
は
国
民
の
声
を

無
視
で
き
ず
し
ぶ
し
ぶ
報
道
。
総
会
記

念
の
窪
田
講
演
を
聴
い
て
、
つ
く
づ
く

あ
き
ら
め
て
は
だ
め
だ
と
思
い
ま
し
た

▼
何
年
振
り
か
で
甲
府
の
実
家
に
帰
り

ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
通
い
の
義
姉

と
姪
の
二
人
暮
ら
し
。
昔
の
よ
う
に
元

気
よ
く
「
た
だ
い
ま
～
」
と
言
え
な
く

て
一
抹
の
さ
び
し
さ
が
・
・
・（
小
林
）

役立つ健康メモ 90 薬の話№59

訪問薬剤管理指導 役職名 氏 名 地 域

会 長 猪 瀬 悠 紀 子 中 央

副 会 長
鈴 木 正 美
矢 野 孝
渡 辺 利 子

西 葛 西
葛 飾 区

東 瑞 江

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼
森 岡 糸 子
石 川 恵 一
西 山 千 尋
藤 巻 良

西 葛 西
臨 海 町
職 員
職 員
職 員

幹 事

有 馬 三 郎

荒 川 す み 子

石 井 う た

石 井 勝 治

伊 藤 信 子

飯 島 新 二

今 関 カ ネ 子

太 田 美 音

菊 地 孝

久 高 美 枝 子

小 永 井 万 知 子

小 林 功

嶋 村 伸 子

高 野 芳 子

寺 澤 カ ツ

遠 田 博 子

中 村 栄 子

日 影 館 一

福 本 悦 子

正 木 千 恵

丸 山 愛 三

渡 部 周 次 郎

北 葛 西

東 瑞 江

西 葛 西

西 一 之 江

東 葛 西

西 葛 西

清 新 町

清 新 町

西 一 之 江

南 葛 西

西 一 之 江

江 戸 川

東 葛 西

南 小 岩

南 葛 西

中 葛 西

鹿 骨

職 員

中 葛 西

南 葛 西

松 島

一 之 江

会 計 監 査

相 談 役

小 林 由 美

金 谷 昇 一

八 巻 登

職 員

中 央

北 篠 崎

2023年度 役員及び幹事名簿
友
の
会
２
０
２
３
年
度
の
活
動
方
針

一
面
で
既
報
の
通
り
、
友
の
会
は
第

14
回
総
会
を
開
き
、
要
旨
、

次
の
よ
う
な
活
動
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
役
員
も
次
の
方
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
合
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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※休診日は日曜・祭日・年末年始

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 石田香苗 松村所長

石田香苗
注②

診療受付
10:00～
12:30

古寺紘人

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・

神経内科)
田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

青山麻織
糖尿病・予約制

佐野裕之
(訪問診療)

田村所長
(内科)
訪問診療
根岸美穂

外来休診

休診
田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村浩生 杉本英樹

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

↑
バスターミナル

浦安方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所→

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ
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会
員
参
加
の
友
の
会
総
会
は
第

10
回
総
会
以
来
４
年
ぶ
り
と
な
り

61
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
活
動
は
制
限
も
多
く
、
多
く
の

サ
ー
ク
ル
が
休
止
状
態
の
ま
ま
で

す
。
総
会
は
「
〇
楽
し
み
と
生
き
が

い
つ
く
る
サ
ー
ク
ル
活
動
の
再
開

で
、
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
、
住
み

づ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
〇
軍

事
費
の
削
減
、
憲
法
を
生
か
し
た
安

心
の
医
療
・
介
護
の
充
実
を
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
、
新
た
な
活
動

の
方
針
を
決
め
る
場
に
し
よ
う
と
開

か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
ト
ラ
ブ
ル
続
出

の
〝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
〟
に
つ
い
て

東
京
社
保
協
事
務
局
長
の
窪
田
光
氏

が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
（
３
面
に

要
旨
掲
載
）
、
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど

「
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
要
ら
な
い
」
と
思

え
る
内
容
で
し
た
。

総
会
は
猪
瀬
悠
紀
子
会
長
の
「
４

年
ぶ
り
に
元
気
な
姿
の
会
員
皆
様
と

お
会
い
で
き
て
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
」
と
い
う
挨
拶
で
始
ま
り
、
続

い
て
区
内
の
民
主
団
体
よ
り
連
帯
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

活
動
報
告
と
方
針
提
案
は
黒
木
事

務
局
長
よ
り
ス
ラ
イ
ド
で
行
わ
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
の
命
と
健
康
を

守
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
重
要
で
、
他

国
と
比
べ
日
本
の
医
療
福
祉
の
分
野

が
い
か
に
遅
れ
て
い
る
か
の
説
明

と
、
社
会
保
障
の
充
実
こ
そ
必
要
と

報
告
。
11
項
目
の
活
動
方
針
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
間
４
年
間
の
活
動
は
写
真
を

ふ
り
返
り
な
が
ら
の
報
告
。

ま
た
今
回
の
総
会
で
会
則
の
一
部

改
定
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
会
計

報
告
と
予
算
案
、
役
員
提
案
が
行
わ

れ
、
14
回
総
会
議
案
は
拍
手
を
も
っ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
懇
親
会
が
開
か
れ
、

長
年
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
歌
っ
て
き
た
渡

辺
淳
子
さ
ん
、
渡
辺
周
次
郎
さ
ん
の

尺
八
披
露
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
の
交

流
に
湧
き
ま
し
た
。

（
森
岡
）

「
友
の
会
だ
よ
り
」
８
月
号
は
お
休
み
し
ま
す

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして 2023年7月10日 第130号
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※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

友
の
会

第

14
回
総
会
開
催

つながりの輪を広げ 住みつづけられるまちづくりへ

４年ぶりに会員参加による対面での総会は、活気と笑顔にあふれました。

６
月

24
日

葛
西
み
な
み
診
療
所
５
階
ホ
ー
ル

懇親会で「朝日のあたる

家」を歌う渡辺淳子さん


